
令和 3年 3月号（14）

第403 回

永
ながまつ

松　英
ひ で き

樹さん
（熊倉在住 ･79 歳）

　

私
は
昭
和
17
年
、
山
口
県
山

口
市
（
旧
佐
波
郡
徳
地
町
）
に

生
ま
れ
ま
し
た
。

　

中
学
校
卒
業
後
は
、
職
業
訓

練
所
で
木
工
の
技
術
を
学
び
、

そ
の
後
㈱
神
戸
製
鋼
所
長
府
工

場
に
入
社
し
ま
し
た
。
テ
レ
ビ

の
ア
ン
テ
ナ
や
窓
枠
サ
ッ
シ
等

の
素
材
づ
く
り
な
ど
最
初
は
慣

れ
な
い
こ
と
ば
か
り
で
し
た

が
、
一
生
懸
命
働
き
続
け
、
優

秀
社
員
賞
を
受
賞
す
る
こ
と
が

遠
く
離
れ
た
下
関
か
ら
真
岡
へ

で
き
ま
し
た
。

　

結
婚
し
た
昭
和
44
年
、
当
社
で

関
東
初
の
工
場
が
真
岡
市
に
完

成
し
、
当
時
27
歳
だ
っ
た
私
は
真

岡
工
場
へ
転
勤
す
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。
故
郷
を
離
れ
る
日

は
、
下
関
駅
の
ホ
ー
ム
に
た
く
さ

ん
の
人
が
見
送
り
に
集
ま
り
、
私

の
家
族
や
友
人
た
ち
も
駆
け
つ

け
て
く
れ
ま
し
た
。
そ
の
光
景
に

胸
が
い
っ
ぱ
い
に
な
り
ま
し
た

が
「
新
天
地
で
頑
張
る
ん
だ
」
と

心
に
決
め
、
妻
と
二
人
、
夜
行
列

車
で
出
発
し
ま
し
た
。

　

真
岡
市
に
来
た
当
初
は
、
地
元

と
言
葉
が
異
な
る
た
め
、
戸
惑
っ

た
記
憶
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
イ
ナ

ゴ
の
佃
煮
を
食
べ
る
な
ど
、
食
生

活
の
違
い
に
も
驚
き
ま
し
た
。

　

真
岡
工
場
で
は
、
組
合
の
役
員

と
し
て
労
働
環
境
の
整
備
や
、
行

事
の
企
画
を
担
当
し
ま
し
た
。
特

に
思
い
出
深
い
の
は
、
組
合
結
成

10
周
年
の
記
念
式
典
を
行
っ
た

こ
と
で
す
。
当
時
の
労
働
大
臣
や

真
岡
市
長
に
も
参
画
を
い
た
だ

き
、
担
当
者
と
し
て
大
き
な
喜

び
を
感
じ
ま
し
た
。

　

定
年
退
職
後
は
協
力
会
社
に

勤
め
、
㈱
神
戸
製
鋼
所
内
の
緑

化
計
画
の
進
行
や
、
所
内
の
清

掃
業
務
、
福
祉
の
た
め
の
散
髪

所
の
設
置
等
に
従
事
し
ま
し
た
。

　

退
職
時
に
は
、
従
業
員
の
皆

さ
ん
か
ら
感
謝
の
思
い
が
寄
せ

ら
れ
た
ア
ル
バ
ム
を
い
た
だ
き
、

長
年
の
勤
務
を
実
感
し
ま
し
た
。

　

一
方
で
、
60
代
半
ば
か
ら
は

真
岡
西
小
の
ス
ク
ー
ル
ガ
ー
ド

を
15
年
間
務
め
ま
し
た
。
悪
天

候
の
と
き
な
ど
は
大
変
で
し
た

が
、
子
ど
も
た
ち
の
「
い
つ
も

あ
り
が
と
う
」
と
い
っ
た
言
葉

が
原
動
力
と
な
り
、
や
り
遂
げ

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

現
在
は
8
人
の
仲
間
た
ち
と

一
緒
に
、
市
内
の
小
学
校
で
将

棋
ク
ラ
ブ
の
指
導
を
し
て
い
ま

す
。
子
ど
も
た
ち
の
元
気
な
姿

に
、
い
つ
も
元
気
を
も
ら
っ
て

い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
故
郷
を
想
い
な

が
ら
、
真
岡
の
住
民
と
し
て
、

か
わ
い
い
孫
た
ち
と
一
緒
に
、

幸
せ
で
穏
や
か
な
日
々
を
過
ご

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

▲昭和 44 年
妻・京子さんと旅行先にて

あの日あの日
あのころあのころ

消費生活消費生活
センターメモセンターメモ

シリーズ 453

引
っ
越
し
サ
ー
ビ
ス
契
約
の

　
　
　
　
ト
ラ
ブ
ル
を
防
ぐ
た
め
に

ご相談は、
消費生活センター
（真岡市役所 2 階

市民生活課内）
毎週 月～金曜日
  9:00 ～ 12:00
13:00 ～ 16:00

℡88
ハナシテナヤミナシハナシテナヤミナシ

4-78304-7830
相談料無料

　

引
っ
越
し
業
者
の
多
く
は
、

国
土
交
通
省
が
定
め
た
「
標
準

引
越
運
送
約
款
」に
基
づ
く
ル
ー

ル
に
よ
り
、
引
っ
越
し
を
行
い

ま
す
。
た
だ
し
、
引
っ
越
し
業

者
が
独
自
の
約
款
を
定
め
て
国

土
交
通
大
臣
の
認
可
を
受
け
た

場
合
、
独
自
の
約
款
が
適
用
さ

れ
ま
す
。

　

約
款
に
は
「
ト
ラ
ブ
ル
発
生

時
の
引
っ
越
し
業
者
の
責
任
の

有
無
」、「
事
故
の
際
の
措
置
、

損
害
賠
償
」
等
に
つ
い
て
記
載

さ
れ
て
い
ま
す
。

「
標
準
引
越
運
送
約
款
」
に
よ
る

引
っ
越
し
業
者
の
主
な
ル
ー
ル

①
見
積
り
時
に
申
込
者
に
約
款

　

を
提
示
す
る
。

②
見
積
料
や
内
金
、
手
付
金
を

　

請
求
し
な
い
。（
事
前
に
了
解

　

を
得
た
時
は
、
下
見
費
用
を

　

請
求
で
き
る
）

③
荷
物
の
受
取
日
の
3
日
前
ま

　

で
に
、
見
積
書
の
記
載
内
容

　

変
更
の
有
無
を
確
認
す
る
。

④
解
約
ま
た
は
延
期
手
数
料
を

　

請
求
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
（
当
日
は
運
賃
お
よ
び
料
金
の

　

50
％
以
内
、
前
日
は
30
％
以

　

内
、
前
々
日
は
20
％
以
内
）

ト
ラ
ブ
ル
を
防
ぐ
ポ
イ
ン
ト

①
「
標
準
引
越
運
送
約
款
」
を

　

使
用
す
る
事
業
者
を
選
ぶ
。

②
見
積
り
の
際
に
提
示
さ
れ
た

　

約
款
を
よ
く
確
認
す
る
。

③
複
数
の
事
業
者
か
ら
見
積
り

　

を
取
り
、
よ
く
検
討
す
る
。

④
壊
れ
や
す
い
物
や
貴
重
品
は

　

事
前
に
申
告
す
る
。

⑤
契
約
す
る
前
に
段
ボ
ー
ル
を

　

受
け
取
ら
な
い
。

⑥
紛
失
や
破
損
が
あ
っ
た
場
合

　

は
、
3
カ
月
以
内
に
連
絡
す

　

る
。

　

見
積
書
と
約
款
は
契
約
内
容

を
示
す
重
要
な
も
の
で
す
。
契

約
時
は
必
ず
約
款
を
確
認
し
、

疑
問
点
が
あ
れ
ば
事
業
者
に
質

問
し
ま
し
ょ
う
。

▲お孫さんと一緒に
（後列右が永松さん）

問 地域包括支援センターもおか（いきいき高齢課内）℡ 83-8132
　 地域包括支援センターにのみや（二宮支所内）℡ 74-5139

▲オレンジのポロシャツがサポーターの
　トレードマークです。

▲自宅でも取り組める体操の資料を作成しました！
　市役所本庁舎 1 階のいきいき高齢課で配布しています。

（15）広報もおか

問 社会福祉協議会 ℡ 82-8844

1月に寄付をしてくださった方 （々敬称略・順不同）
ありがとうございました。

善意銀行
栃木県街商協同組合 ･･･････････････47,121 円
古久保 忠 ･････････････････････････ 玄米 90㎏

荒川 尊志 ･････････････････････ 紙おむつ 1 袋
JAはが野 真岡地区、二宮地区女性会･･･････食品
匿名 ･････････････････････････････30,000 円

 問 コラボーレもおか ℡ 81-5522（月曜・祝日休館） 問 コラボーレもおか ℡ 81-5522（月曜・祝日休館）

真岡市で活動している、市民活動団体やボランティアなどの紹介です

・・

　昭和 54 年 11 月に地域課題に取り組む
仲間として“ありの会”が設立されました。
名称の由来は婦人有志の精神とアリの行
動力を重ね、町内の隅々に目配りを心が
けたいとの想いからです。
　現在は、公民館まつりへの参加、子ど
も園への慰問や独居老人へのハローコー
ルなどを実施しています。設立当時と違
う活動もありますが、人と人の交流が希
薄な今、地域貢献への思いは先人と同じ
でありたいと奮闘中です。

「栃木県女性教育推進
連絡協議会」など、
外部の研修にも積極
的に参加しています。

 【連絡先】℡ 74-1428（苅部）


